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pendidikan anak usia dini）の施設は、近代的な清潔
さと機能性を備える一方で、伝統的なゆりかごを多数
配置するなど地域文化を取り入れたものであった。イ
ンドネシア各地でPAUDが開設されるようになって
いるが、アチェの場合、働く女性が元々多かったのか、
あるいは被災以降の社会変容となにか関連があるの
か。被災から7年を経たアチェの人々の日常生活を、ほ
んのわずかに垣間見ただけであるが、次から次へとい
ろいろな関心が呼び起こされたように思った。
　被災以前の日常がどの程度まで回復されたのか、あ
るいは外部からの影響を受けてどの程度まで変容し
たのかについて、わたしは具体的なことはまだほとん
ど知らない。そういった日常生活を送る人々にとっ
て、被災経験の観光化はどのような意味を持つことに
なるのだろうか。実際に、アチェの外から、明確な観光
の意識をもってインドネシア人がある程度規則的に
やってくるようになっているのだろうか。また被災を
経験した人たち自身が、津波博物館やモスクの前庭に
集まり語り合うのはどんな話なのだろうか。アチェで
改めて考えたこれらの疑問は、〈アチェ以降〉の被災地
で答えを探してみたいと思っている。
